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四日市拠点再編計画の実行着手に関するお知らせ 
 
 
 

 当社は、現行の中期経営計画「チェンジ１００計画、ステージⅡ －収益を伴う拡大－」に沿い、「カラを破る」

大胆な発想と行動を合言葉に目標の実現に向けた取組みを行っています。３年計画の第二年度である当期の結果

によって最終年度の姿が決まり、それが未来作りのスタート台になることを再確認しました。平成２６年３月期、

今年度の最大のテーマは「四日市拠点の再編」です。 
 
予算責任を果たす３つの事業部をまとめる事業本部と共に、既存の生産管理と並行して新拠点再編に特化する

四日市再編推進部を束ねる生産管理本部を創設しました。縦組織に横串機能を強化した全体最適視点から、４月

１日発足の二つの本部体制を軸に新拠点建設を開始します。本年３月にＢＡＳＦジャパン株式会社から購入した

下記の土地に、今後５年の間に新工場を建設致します。 
 

記 
１． 所在地  
            三重県四日市市霞１丁目２３番２、２３番５ 
             （四日市第三コンビナート内） 
２． 面積 
            １００，０００平方メートル 
 
 当面は、排水関連設備など化学工場として不可欠なインフラ設備と、生産性の向上が大きく見込まれる樹脂材

料及び電子材料の関連設備を建設します。設備投資の総額は１２０億円規模となりますが、詳細な仕様・設計お

よび見込まれる効果を精査し必要な意思決定を行い計画的に推進してまいります。将来的には開発機能なども備

えた集合基地として、新規事業の創生と研究・製造技術のイノベーション拠点を目指します。 
 
 業績に与える影響につきましては、設備投資計画を確定させて完工の目処を計りながら年次の業績予想に極力

織り込んでまいります。経済環境、設備投資計画の変更などにより修正が必要となった場合には、適時お知らせ

する予定でございます。 
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